
「健康経営」宣言事業

事業イメージ事業の内容

事業概要

 「健康経営」とは、従業員等の健康管理を経営的な視点で考え、
戦略的に実践する取組。

 従業員等への健康投資を行うことは、従業員の活力向上や生産
性の向上等の組織の活性化をもたらし、結果的に業績向上や株
価向上につながると期待されています。

 県では健康経営に取り組む事業所の増加を目指しています。

対象者
 「健康経営」宣言事業…全国健康保険協会長崎支部に加入の
事業所

 ながさき健康経営推進事業所認定制度…個人事業主（国保等）、
健康保険組合加入事業所、全国企業の長崎支店等

支援内容 問い合わせ先

会社が従業員の健康づくりに積極的に取り組む「健康経営」を支援します。

福祉保健部 国保･健康増進課 健康づくり班 担当者：五反田
電 話：０９５－８９５－２４９５
E-mail：kenko1@pref.nagasaki.lg.jp

健康経営に取り組む優良な企業として積極的に公表

求職者・取引先・金融機関などから社会的評価が期待できる。

企業のイメージアップ 業績アップ

（出典:協会けんぽ長崎支部『「健康経営」宣言事業に関するパンフレット』）

「健康経営」宣言事業 認定制度

（1）長崎県建設工事入札参加者格付における主観点への加点
（2）県HP・全国健康保険協会長崎支部HPでの周知
（3)「健康経営推進企業」のロゴマーク使用可能（健康経営推進

企業のみ）
（4）優良事例の知事表彰（ながさきヘルシーアワード）への応募
（5）職場の健康づくり応援事業の活用

 宣言する事業所は、以下の①～⑤に取り組みます。
①健診受診率向上（⇒認定基準：特定健診受診率８０％以上）
②保健指導への活用（⇒認定基準：特定保健指導利用率５０％以上）
③継続的な健康増進や改善の取組（運動・身体活動）
④禁煙・受動喫煙防止の取組
⑤メンタルヘルスの取組

＜健康経営認定企業のインセンティブ等＞


